
施設整備の経緯と議会での議論                   

初狩保育所の建て替えは、平成 29 年度の「幼稚園・保育所（園）の再編方針」で位

置付けられたものです。 

 この方針では、民間事業者が参入しにくい地域では市が公立保育所を維持すべき

と示されており、その後も議会で継続的に議論されてきました。 

  

市では令和 5年 6月に初狩小学校およびPTA役員会へ候補地案と整備方針を説

明しました。 

同年 7 月には保護者向けに概要資料を配布し、アンケートを実施しました。アンケ

ートでは、初狩小学校敷地を建設地とする意見が一定数あり、安全性や送迎の利便

性に関する意見が示されました。 

これらの状況を踏まえ、市は議会へ順次報告を行い、審議を受けました。 

 

●令和 5年 11 月 定例懇談会 

市は「再編方針（H30）に基づき、西部地区の公立保育所として初狩保育所を建替

える必要性」を説明しました。 

 これに対し議会からは、保小連携の効果、学童の安全確保、候補地の妥当性など

多方面からな質疑が行われ、整備方針の確認が進みました。 

 

● 令和 6年 3月 予算審査特別委員会 

市は、令和 6 年度当初予算に設計業務委託料を計上し、「令和 8 年 4 月開所まで

の流れ」や「概算事業費」、「公立保育所として担う役割」を説明しました。 

議会は、少子化を踏まえた定員の考え方や民間園との役割分担、西部地区の保

育需要、公立園の支援体制を確認し、将来を見据えた規模や機能について質疑しま

した。 

 

● 令和 6年 12 月 社会文教常任委員会 

  市は、設計完了と建設スケジュール、保育所・学童の別棟整備、Wi-Fiや防災機能

の導入方針を説明しました。 

議会は、別棟とした理由やコスト比較、将来の少子化を踏まえた多用途利用、防災

対応などを確認し、持続的に使える施設設計を求めました。 

  

 

 

 



● 令和 7年 3月 定例会 

「少子化や事業費上昇を踏まえ施設規模の見直しが必要ではないか」との指摘に対

し、 

→ 市：「目的を損なわないよう、保育室の仕切りを可動式にして多目的に使えるよう

工夫し、学童クラブとの合築によって事業費を抑えながら、持続可能な形に再設計す

る。」と説明しました。 

 

● 令和 7年 6月 定例会 

「この地域に本当に必要なのか」との問いに対し、 

→ 市：「公立保育所は地域支援の要であり、必要性は明確」と説明しました。 

 

● 令和 7年 9月 定例会・社会文教常任委員会 

市は、初狩地区子育て応援施設整備に係る事業費を予算計上し、40 名定員とした  

理由、公立園としての受皿機能、相談支援や発達支援との連携方針等を説明しまし

た。 

議会からは、規模設定の妥当性、民間園との役割分担、将来の活用可能性などに

ついて質問があり、説明内容を踏まえたうえで、事業は原案どおり進められることとな

りました。 

 

● 令和 7 年 11 月 法令に従い、一般競争入札を実施し、事業者が決定しまし

た。 

 

● 令和 7年 12 月 定例会 

 工事請負金額が 1.5 億円を超え、議会承認が必要なため、契約締結案件とし

て、議会に提案を行いました。 

 議会では、手続きの違法性ではなく、保育需要の見通しや施設規模の考え方に

ついて、より慎重な整理が必要ではないかという意見が示され、議案は否決とな

りました。 

市としては、事業そのものが不要と判断されたものではないと受け止めてい

ます。  

 


